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馬鈴薯に関する生理，生態学的研究  

Y 早熟春嘗が秋作に及ぼす影響に就いて  

中潤三郎・大 森  港  

Physiolog■icalandecologicalstudieson potato plants  

Vlnvestigationontheinfluenceof  

early ma・turedfirst crop tubers  

uponthe second crop growth  

お一y  

加nzabuTO NAKA and Hi‡・OShiOMORI  

（Laborator・y Of Crop Science）  

Ⅰ 緒  

暖地に於ける馬鈴薯秋作に際して，春薯を使用する場合最も大きな問題は，休眠覚醒の不十分に困  

る萌芽の不良を如何にして防ぐかと云う点にある．従来その対策として穐薯の切断，別皮，薬剤処理，  

凌は早熟栽培等が採用せられている・而して前≡者の効具に対する生理学的研究は，既に多数行われ  

ているが，秋作に及ほす早熟春雷の影響に閲し■て：は，未だ詳細な報告あるを聞かない．   

筆者等ほ前報（6）に於いて，浴光傭芽に依る容薯早熟檜牧の機構に就いて報督したが，更に其等を種  

薯とレて用いた場合の秋作に及ぼす影響に関して実験を行い，生育及び牧蚤に対する効展を認めると  

共に，葉肉組織円実線素合■畳並ぴに一新薯細胞迭透佃滑長の面よりも之を託し得たので藁に∴散骨する．  

Ⅱ 実験材料及び方法  

〔A〕供託材料   

実験材料としてほ昭和25年6月香川農大附展農場産アーリーロ・－ズ種を用いたが，実験区の種薯は  

春作に於いて浴光催芽栽嗜せるもの，対照区のそれほ普滴の栽培法庭．依り生産したものである．両区  

より7r5g前後の塊茎を選出し・，メルクロン800陪液にて30分間表面殺菌した後，乾燥せるものを仝粒の  

俸使用した．  

〔B〕菅生浅   

発ザ冷涼地を進んで乱さ10cmの催芽床を設け9月相接聞及び覆土各3cmとして催芽に供Lた．催  

芽期間中ほ阻腺を：防ぐ酪適宜に湛水し且つ日餞を施したが，催芽床の挽度は平均230cであった．   

臨場ほ香川農大附属農場の一部をこ使用し，基肥（ユ0ア←ル当）として堆肥1125kg，硫安並びに過燐  

酸石衣夫々22・50kg，塩化加盟11・25kgトを偏した・而して9月22日畦幅90cm，林間30cm，軍土3cmきして  

定格した・次いで9月25日傍薬を除去してユ本立とし，9月30日4cmの高さに第1回培土を行った．熟ニ10  

月14日硫安及び塩化加里各11・25kg■（ユ0アール当）を追施すると共に，申耕嘩卓を「乗ねて簡2回培土  

を5cmの高さに行った．  

〔C〕測定法   

（a）葉緑素含恩溺報（6〉に報じた如き方法拡拠った．   

（bJ細胞遽透価：原形質分離剤として結晶葡萄糖を用い，前報（5）に準じて測定した．  

Ⅱ 実 態 成 績   
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〔A〕生育状況   

党サ牒芽床にて新芽が認められたのは，実験区に．於いてほ9月11日～ユ5日頃，対照区に於いてほ9月  

14日へ′19日頃であった・而して9月22日定格当時に於ざる草丈ほ実験区約11c叫対照区約6cmであつ  

たが，爾後に於いては夫々旺盛な生育を・示した後，11月1日頃より精々綬怪となった・叉両区共10月  

20E爛後に花常を発生したが，開花を見す落蕾した．更に11月16，1，7の両日降霜を見てよりは両区共  

地上部の蒲力は攻掛こ減退し，11月23日前後より茎柴の贅変を開始すると共にこ草丈に若干の減少が認  

められた．次いで12月3日，4日の連続降霜後は共に地上部ほ漸次枯凋した．今生育期間中に於ける■両区  

草丈の変化をこ示せば第1変の如くである．  

第1表 両区に於ける草丈（茎高）の変化  
次に新著に就いて述べると  

実験区ほ10月15日！式対照区  

は10月20日頃よりその肥大が  

認められた仙 佃12月13日収穫  

時に於ける両区の磯風を表声  

すると夢2表の如くである・  

紬可  Ⅹひ叫澱巾1l鱒・8】岬l乳22i肌l Ⅹ一．51Ⅹ…12  

第2表 両区に焚ける新巻   

の放免（10アーーノl当）  

〔曙〕葉肉組織内葉緑素含量並びに新著に於ける細胞渉透偶の消長   

両区に於ける集肉細統一巧紫線素含量の変化を検し，弟3衣に示す如  

き結＝県をこ待た．今此等に就いて概説するに，先ず実験区に於いてほ  

新薯形成初期の10月2帽紅はかなり大なる合最を示したが， 

日を最高として爾後は漸減し，11月24馴こほ最低となった．然し乍ら  

実数〔kg）座敷（ヲ∠〕  

突放区  

対照区  

1071．56  

970．31   

11：三   

100  
12月1日，8日の両日に略啓び相々搾  

加の傾向が認められた・・他方村岡区  

に於いても，軌琴形成開始時の10月  

20日には概して■大なる含量を見た如  

11月3日に．は最高値に達した後，12月  

1日迄は漸次減少した．而しで12月8  

E＝■こは実験区と同様再び多少の増加  

第3表 両区に於ける矧勾組軌勺額縁素倉見の変化  
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を示した．  

次に新馨に於ける細胞湊漸阻毒の滑尉二威いて見るに（第4表参照），兜ず形成開始前後の10月20日に  

は概して高い値が認められ・たが，  

爾後に於いてほ冥験区は10月29日，  

対照区は11月5日より漸増の礫相  

を呈した 

於いては両区が同・－・の値を示しつ  

ゝ上昇し，牧倭時には共に相当高  

第4表 両区に於ける新著細胞遼透価の感化  

＼、・21  聖竺芦 
＿  

い値に達した帖  

Ⅰ†考  察   

実験成績より明かな如く，早熟春替を秋作の種薯として用いた場合に於いては，新芽及びその後の  

生育が促進せられ，且つ新著の牧畳にも増加が認められろ・而してかゝ卑生育促進並びに収量増加ほ  

恐らく種薯の・早熟性把伴う早期休眠覚醒に因るものであろうが（7ノ，生育期間中に鱒ける某国組織内葉  

緑素合盈及び新著細胞湊透価の滑長は，当然上述の現象と密選な関係を有するものと考えられる・   

元来実線素に依る洪酸の剛ヒは，植物体に於ける物質代謝の中でも最も重要な一場面であ・つて，特  

に同化の直接生産物たる澱粉を主目的として栽培tされる馬鈴薯轄物に於いては，之と密凄な関係に・あ   
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る葉肉組放円実線素含量の消長が，地上部の生育及び新薯の発育並びに牧急に及ぼす影響も亦木であ  

ることほ容易に理解し得る朗である．更に叉細胞隆運価は楷物体内物質転流の要因をなすものであ  

つで，殊に澱粉を主貯蔵物質とする属鈴響塊茎に於いては 

堺填な関係を弔すると共に，朝薯円澱粉合成に対する∵相模とも解するざとが出来る・而してか1る  

細胞溶遷価の増減に関与する－一因子たる新家内の糖分倉盈り琴化隼就いで述べると，兜ずその形成初  

斯に多く，次いで成熟に伴い漸減するが，完熟期め末期に於いて僅少ながら増加することが，故に多く  

の人により報壊せられている（1・7・9）   

従来鴇鈴繁に関して行われた研野結果に．依れば，先ず葉肉組織円葉緑素合盈陣地上部生長の精々掟  

慢となる時期迄増加を示すが，爾後外観上顕著な紫色の槌化が認められないにも拘らす，その合盈が  

急速に減退するととが見られている（10）．更に叉新馨細胞彦透価に関する報告を見るに，発生初期に於  
いては概して高いが，・－・時低‾Fした後衛び高い価を示し，爾後漸減することが認められている柑41・10）   

今本契瞼成繚より考察する忙．当り，葉肉組織内英雄乗合畳の滑長を瞼するに，両区共地上部生長の  

一軒々綬慢となる時期遁増加が見られ，最高値に達した後漸減の傾向を示すことは，前記の鯨鄭10）とも  

よく一致するが，唯枯閲前に多少の増加が認められた．而して両区に於ける拘長を比較するに，冥験区  

に於いて常に其の変化が対照区より早期に溺れる漬ほ，作物体生育の先駆的傾向を示すものと考えら  

れる．   

次に新著に於ける細胞溶透偶の変化を見るに，錯簡後斯に於いて特にその漸増を認めた点以外ほ．，  

上述の報告（3日0）と略々1－・致する．而してこの後期に．於ける漸増ほ，降霜を見るが如き気温の低下貯伴  

う食塘魯の増加に由る変化と解されるが，同様な現象ほ休眠中の塊茎が低塩忙さらされる際，還元瀬  

の蓄積を発すことが多くの人に依り認められ且つかゝ患者異に対しては塊茎内に於いて澱粉ヤ糖類  

の反応が進むことに困るものと‖見られている（望，＄）．東に両区に於ける細胞歯透債の変化を対比するに，  

その低下並びに漸増の憾向が実験区に於いて早く現れる点ほ，対照区に比し新薯への同化産物転入の  

促進を示すものと思惟される．   

以上の如く早熟春巻を用いて秋作を行う際に於いては，繭芽及び爾後の作物体生育が促進せられる  

と共に，新薯の早熟並びに．翰扱が蔑められるが，この事実は更に葉肉組織円集線素食盈及び新雪細胞  

診透価消長の面よりも証せられる…   

終に瞭み奉戴皆の御校閲を賜った北大田川教授並びに罪験申種斤協力せられた元首川遵寄作物学  

者放生諸氏に対し傑謝する次第である．  
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R由um占  

Bythesecondcropcultivationof potatoesinwarmer reg10nS11Slng the first crop tuber＄   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



129   

0fpotatbes，thereisa†needtohasten the・SprOutingrof thedormanttuber畠：For the purpose  

Ofmeetingthisneed，Cutting，Peeling・，treatmentwith sdine ch占micals，and cultivation of  

e鋸’1ymaturedseedtubershave beenmade hitheI・tO．Althoughsome physiologricalstudieson  

the formeIthree methods haVe been reported，1ittle attention has been paid，aS yet，tO the  

l訂比e工・One．   

hthepresentinvestigation，thegrowlngStatuSOfpotatoplantsandthe yield ofnew tubers  

by the second crop，uSing the early matured tubers of the first crop as seed pieces，  

together with the variation of the chlorophy11contentsin theleav占s and of the osmotic  

Valuesof the new tubers were studied，in contIaSt With those of the controlplants，uSing  

thevarietyof“Early Rose〃asmb：terial．The experimentalresultsobtainddmay be summari2；ed  

包S follows：  

1・The experimentalplants showed a tendency of earlier sproilting and more vlgOrO11S  

growth thanthoseofthe controlones・Moreover？anearlier forImation and yieldincrea由of  

the new tuberswe亨・ealsore云ognizedinthe experimentallots・   

2．The annualmarchofthe：variationof chlorophyllcontentsinr theleaves of the experi・  

mentalplantSranalways prior to thatofthe controlones・   

3．ThevaI・iationof the osmoticval11einthenew tubersoftheexperim占ntalplants showed  

the tendency of earlier maturity．   
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